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2015 年の日本港湾へのクルーズ船の寄港回数は、外国客船の寄港回数 965 回を
含む 1454 回にのぼり、アジアのトップである。同年のクルーズ船による訪日外
客数も前年比 2.7 倍の 111.6 万人に上っており、2020 年の達成目標としていた
100 万人を 5 年も前倒しして実現した。この勢いを背景に、政府は 2020 年に訪
日クルーズ客 500 万人達成という野心的な目標を掲げた。
　一方日本のクルーズ人口は伸び悩んでいる。日本が本格的にクルーズ市場に参
入した 1990 年の日本のクルーズ人口は 17 万 5000 人であり、10 隻のクルーズ
船が日本市場で運航されていたが、2014 年の日本のクルーズ人口は 22 万人に留





ズ＆クルーズシップ 2015」によれば、1990 年に 426 万人だったクルーズ人口は















2015 年の 3 年間でアジアのクルーズ人口は 77 万 5 千人から 210 万人へと大幅
に増加したためである。同市場を牽引しているのは、中国市場である。中国本土





































部長 (2013-2015 年度）など要職を歴任。2017 年 4 月より敬愛大学国際学部教
授。国土交通省運輸審議会委員 (2004 ～ 2013)、交通政策審議会委員（2003 ～
2013）など公職も多数。著書に『レジャー産業』（共著　実教出版）『観光入門』
（共著　新曜社）。
